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 ■コメント： 

ご担当者様 

 

適用指針（案）の１９～２１において「工事原価が複数の通貨で発生する場合に工事進捗度（原

価比例法）をどう計算するか」が議論されています。つまり為替レート変動の影響を進捗度の計

算からいかに排除するべきかという論点です。 

小職の計算案を以下に述べます。 

例えば、工事原価総額の見積りにおいて、未経過工期に相当する予定原価（Ａ）は原価総額の見

直しを行う時点（決算日）の社内固定レートにて円換算、これにすでに経過した工期において発

生した実績原価（Ｂ、実勢レート換算）を加える方法です。 

結果として工事進捗度は「Ｂ÷（Ａ＋Ｂ）」として計算されますが、決算日毎に実勢レートが段

階的に反映され、（為替レート変動の影響を完全に排除することが不可能であることを考えると）

本計算が最も合理的と考えます。 

 

上記は弊社を代表する意見ではなく小職個人の一意見であることをあらかじめご了承下さい。 

 

以 上 

山津 暁 
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